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通告順 質問者 質問事項 質問要旨 答弁者

１ 林 昌子 移動式赤ちゃんの

駅導入について

近年、野外イベントなどで、移動が可

能なテント式等の赤ちゃんの駅を無料

で貸し出しする自治体が出てきている。

子育てしやすい環境整備と、子育て世

代の地域交流の後押しとなるこの事業

は、本村でも必要と考えるが、村長の見

解は。

保 健 福 祉

部長

施設案内板につい

て

村内の施設利用するに当たり、初めて

利用する施設に関しては、案内板が頼り

である。また、場所を説明する場合も案

内板があれば、より明確に説明が可能で

ある。年々、村内の公共施設や交流施設

にてのイベントや集まり事が活発化し

ている中で、特に子育て世代のお母さま

方が施設がわからず、探し回り不自由し

ている。案内板の増設と遠くからでも目

立つ看板の工夫ができないか、村長の見

解は。

村長

総務部長

２ 山崎幸子 「茨城国体」につ

いて

平成 31 年の第 74 回国体が茨城県で

行われるが、現在のところ、茨城県 44

市町村のうち開催誘致のない市町村は、

五霞町・境町・かすみがうら市・河内町・

美浦村の５市町村である。そこで、美浦

村としては、この第 74 回茨城国体の競

技に対して、開催候補地として今まで手

を挙げたことはあったのか。

村長

教育次長

３ 飯田洋司 空き家対策につい

て

①空き家にならないような対策は。ま

た、空き家になった場合、空き家バン

ク物件に速やかに登録できるような

方策は。

②定住促進対策として、空き家バンクと

民間の不動産管理賃貸物件へ他市町

村からの移住に限定し、奨励金などを

出せないか。

総務部長
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上水道設備の更新

について

①当初の供用開始から30年余り経過し

ていると思うが、設備の耐用年数は。

また、補修・改修することで、何年

くらい使用できるのか。

②設備更新する場合、費用、工期、手

法などは。

経済建設

部長

多用途空撮機器の

導入・運用について

技術の進歩により、経済的にも魅力

が出てきた空撮だが、災害時のインフ

ラ点検、がけ崩れなどの災害状況の確

認・監視、また、産業廃棄物・不法投

棄の監視、さらには庁内各課業務での

使用など利用範囲が大きく広がってい

る。導入初期費用は低額で、操作方法

は素人でも可能であり費用対効果も見

込める。本村単独、若しくは他市町村

との広域的な導入・運用ができないか。

総務部長

４ 岡沢 清 子どもの医療費助

成について

高校卒業までの医療費の無料化を求

める。

①本村の現行の子どもの医療費の助成

制度の概要（外来窓口負担、入院費、

食事費、所得制限、助成の対象とな

らない自己負担金）

②本年10月からの県の子どもの医療費

助成拡充（県の小児マル福の対象年

齢が、これまでの０歳から小学３年

生までだったのが、外来は０歳から

小学６年生まで、入院は０歳から中

学３年生までに拡充）に伴う、村の

医療費負担の軽減額の試算は（平成

27 年度試算、平成 25 年度比較）

③高校卒業までの医療費の無料化を行

うとすれば、新たな負担増の試算額

は（平成 25 年度比較、平成 27 年度

試算、外来窓口負担金助成のみの場

合、入院費助成のみの場合、両方の

場合、所得制限・自己負担金等の条

件は現行のマル福・マル美と同じと

して）

村長

保健福祉

部長
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④子育て世代の経済的な負担軽減の支

援策と人口減少対策及び定住促進の

観点から、高校卒業までの医療費の

無料化を行うことを求めるが、村の

考えは。

５ 塚本光司 「大谷周辺地区」

「役場周辺地区」地

区計画（案）進捗に

ついて

二地区計画（案）についての説明会

が 11 月中に地権者等・区域周辺の方及

び一般村民を対象に行われた。

そこで、関心度として、

①それぞれの説明会、何人くらいの出

席であったか。

②出席された方からの希望や注文的な

質問はあったか。

③出席された方から危惧しているなど

の質問はあったか。

行政サイドで今後の見通しとして

①並行して国道 125 号線バイパスの整

備も関わっているがどうか。

②地区計画（案）が暗礁に乗り上げる

場合はあるか。

③受入れ業者（施設に入る予定の）は、

まだ伏せるとして、その手ごたえは

どうか。

経 済 建 設

部長

６ 沼﨑光芳 都市計画について 美浦村（信太地区）と稲敷市（新庁

舎建設地区）を結ぶ連絡道路建設がス

タートした。連絡道路完成を見据え、

村として、今後どのように信太地区（市

街化区域）を整備していくのか。

経 済 建 設

部長

村政運営について 中島村長も、後数カ月で２期８年が

過ぎようとしている。これまでの村政

運営を自己総括するとともに、今後ど

のような方向性で村を運営していくの

か、また、来期出馬する意向があるの

か。

村長


